
 

施設には，区分に合わせた，次のような給水タンク及び廃水タンクを設けること。 

区 分 給水・廃水タンクの容量 材質・構造 

「簡易な調理のみ又は単一品目の

み取り扱い」かつ 

「使い捨て食器を使用する」 

40 リットル程度 

（最小 32リットル） 

耐水性で，給水タンクに

あっては飲用適の水を保

持できる構造のもの 

「大量の水を要しない，２工程程

度までの簡易な調理，又は複数品

目の取り扱い」かつ「使い捨て食

器を使用する」 

80 リットル程度 

（最小 80リットル） 

「大量の水を要する調理を行う，

複数の工程からなる調理を行うこ

と」又は「通常の食器を使用す

る」 

200 リットル程度 

（最小 180 リットル） 

食肉処理業において，シカ又はイ

ノシシを処理する場合 

計画処理頭数に応じ成獣１

頭当たり 100 リットル程度

（最小 100 リットル） 

 

給水・廃水タンクの必要容量に係る判断樹 

 


